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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

次期がん対策推進基本計画に向けて小児がん拠点病院および連携病院の小児がん 

医療・支援の質を評価する新たな指標開発のための研究 

分担研究報告書 

 

「小児がん拠点病院による小児がん医療提供体制の整備」 
 

研究分担者 滝田順子京都大学大学院医学研究科発達小児科学 教授 

 

A. 研究目的 

 本研究の目的は、小児がんの子ども・家

族に関わる看護師のストレッサー尺度の開

発を目的とした。 

 

B. 研究方法 

本研究は、1 から 3 の 3 段階の方法で尺度

を開発した。 

１．尺度原案の作成：小児がんの子ども・家

族に関わる看護師のストレッサーに関する

概念分析および文献検討、小児がんの子ど

も・家族に関わる看護師を対象とした質的

研究（予備研究Ⅰ）の結果をもとに尺度原案

を作成した。 

２．尺度原案の表面妥当性・内容妥当性の

検証（本研究Ⅰ・Ⅱ）：１）本研究Ⅰ：便宜

的抽出法で選出した小児看護学研究者、小

児がんの子ども・家族に関わる看護師 9 名

を対象に郵送法による無記名の自記式質問

紙調査（40 分程度）を行い、項目の文章表

現が理解できるか、回答のしやすさ、追加項

目について意見を得た。２）本研究Ⅱ：便宜

的抽出法で選出した小児看護学研究者、小

児がんの子ども・家族に関わる看護師 9 名

を対象に郵送法による無記名の自記式質問

紙調査を行い、 I-CVI（ item- Content 

Validity Index）と項目の内容の過不足およ

び表現に関する意見を得た。３）尺度項目

の修正：本研究ⅠおよびⅡの結果に基づき、

項目修正を検討した。 

３．尺度項目の決定および尺度の信頼性・

妥当性の検証（本研究Ⅲ）：研究協力の同

研究要旨 

小児がんは，新しい抗がん剤の開発，造血細胞移植など侵襲度の高い治療が行

われるようになり，小児がんの子どもは過酷な闘病体験や長期入院の経験をする

ことで，心的外傷後ストレス障害（以下，PTSD とする）の症状を引き起こすと

される．そして，ケアする看護師も二次的外傷性ストレスを発症するリスクがあ

ると言われ，ストレスが高いことが予測される．医療の進歩に伴い治療，療養環

境の変化に伴った小児がんの病期全般にわたっての看護師のストレッサー尺度に

関する研究は近年なされていない．本研究は，小児がんの子ども・家族に関わる

看護師が看護を実践する上でのストレッサーを測定する尺度を開発した． 
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意を得た小児がん拠点病院および小児がん

診療病院 73 施設の看護師 1246 名を対象

に郵送法による質問紙調査を行った。調査

内容は、小児がんの子ども・家族に関わる

看護師のストレッサー尺度（案）59 項

目、病院に勤務する看護師の職務満足測定

尺度、日本版バーンアウト尺度、個人属性

である。分析方法は、項目分析、探索的因

子分析を行い、尺度項目を選定した。尺度

の信頼性では、Cronbach’s α 係数、折半法

による信頼性係数の算出、妥当性は、構成

概念妥当性として、探索的因子分析、確認

的因子分析、基準関連妥当性では、外部基

準として、病院に勤務する看護師の職務満

足測定尺度、日本版バーンアウト尺度との

相関分析を行った。 

４．倫理的配慮：すべての研究は、大阪府

立大学大学院看護学研究科研究倫理委員会

の承認を得た。 

 

C. 研究結果 

１．尺度原案の作成：概念分析、予備研

究Ⅰから得られたカテゴリーに基づき、

【子どもの苦しむ姿】【家族の精神状

態】【子どもの主体性が尊重しにくい状

況にあること】【化学療法の複雑な管

理】【終末期に穏やかな時間をもてない

こと】の５下位尺度 85 項目（5 段階リ

ッカート法）の尺度原案を作成した。 

２．尺度原案の表面妥当性・内容妥当性

の検証（本研究Ⅰ・Ⅱ）：１）本研究

Ⅰ：尺度項目の意味内容や文章表現に関

する意見は、261 件、80 項目、概念に

関する意見は 35 件、全体に関する意見

は 6 件であった。尺度原案の 85 項目の

うち 19 項目を削除し、7 項目を統合、

16 項目を追加し、73 項目とした。２）

本研究Ⅱ：I-CVI 0.78 未満 12 項目を削

除した。I-CVI が 0.78 以上の項目の中

では、意見をもとに 5 項目の表現を修正

し、2 項目を統合した。73 項目のうち

12 項目を削除し、2 項目は内容が重複し

たため、削除した。その結果、小児がん

の子ども・家族に関わる看護師のストレ

ッサー尺度（案）は、5 下位尺度 59 尺

度項目となった。小児がんの子ども・家

族に関わる看護師のストレッサーの定義

を「小児がんの子どもや家族に対して、

発症期から終末期においてケアするなか

で、ストレスを引き起こす刺激となるさ

まざまな事柄やできごと」とした。 

３．尺度の信頼性・妥当性の検証（本研

究Ⅲ）：回答を得た 558 部（回収率 44.8%）

のうち有効回答 469 部（有効回答率

84.0%）を分析対象とした。項目分析およ

び探索的因子分析（主因子法、Promax 回

転）、項目内容の再検討により 39 項目を

削除し、【苦痛な状態にある子どもへの対

応】【子どもの知る権利を擁護できない状

況での対応】【子どもの思いがわかりづら

い状況での対応】【化学療法の複雑な管理】

【病状が悪化した子どもの家族への対応】

の 5 下位尺度 20 項目の尺度を作成した。

信頼性では、Cronbach’s α 係数 0.802～

0.938、折半法による信頼性係数は 0.911

であった。妥当性では、病院に勤務する

看護師の職務満足尺度との相関関係は認

めなかった。日本版バーンアウト尺度と

の相関は、ρ＝－0.167～0.277（p<0.05 お

よび p<0.01）であった。構成概念妥当性

の検討として、採用した 5 因子 20 項目

について確認的因子分析を行った。モデ
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ル適合は修正指数に基づき、S8 の誤差と

S9 の誤差の間に共分散を描いた結果、x²

値＝537.7、CFI＝0.925、GFI＝0.882、

AGFI＝0.844、RMSEA＝0.075 に改善し

た。 

 

D. 考察 

 小児がんの子ども・家族に看護師のスト

レッサーについて、あらゆる小児看護経験

年数の看護師の質的研究と概念分析の結果

から尺度原案を導き出した。表面妥当性・内

容妥当性の検証を経て、基準関連妥当性に

課題はあるが、構成概念妥当性、信頼性は確

認でき、開発過程及び方法は妥当であると

考える。本尺度は、小児がんの子ども・家族

に関わる看護師のストレッサーを測定でき

ること、看護師のストレッサーにおけるコ

ーピングおよびその管理者の看護師のメン

タルサポートでの活用に期待できると考え

られる。 

 

E. 結論 

小児がんの子ども・家族に関わる看護

師ストレッサ-尺度は,20項目で【苦痛な

状態にある子どもへの対応】,【子ども

の知る権利を擁護できない状況での対

応】,【子どもの思いを捉えづらい状況

での対応】,【化学療法の複雑な管理】,

【病状が悪化した子どもの家族への対

応】の 5因子から構成された.基準関連

妥当性では一部課題を残したが,概ね信

頼性と妥当性が確認され,小児がんの子

ども・家族に関わる看護師のストレッサ

-を評価する尺度となった. 

 

F. 健康危険情報 

なし 
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analysis of undifferentiated 

embryonal sarcoma of the liver and 

mesenchymal hamartoma of the 

liver)、田坂圭資、上野浩生、梅田雄嗣、

武内康英、垣内伸之、才田聡、加藤格、

平松英文、小川誠司、滝田順子、第 63

回  日 本 小 児 血 液 ・ が ん 学 会 , 

2021/11/25, 国内. 

36. DNA メチル化解析による神経芽腫

11qLOH 群内の超予後不良群の同定と、

その「がん代謝」の特徴を利用した新規

治療(Identification of ultra-high-risk 

subgroup with 11q deletion in 

neuroblastoma cases by DNA 

methylation profiling and its 

treatment targeting cancer 

metabolism)、渡邉健太郎、木村俊介、

樋渡光輝、加藤元博、宮野悟、上野浩生、

南谷泰仁、油谷浩幸、小川誠司、滝田順

子、第 63 回 日本小児血液・がん学会, 

2021/11/25, 国内. 

37. 急性リンパ性白血病型の寛解導入療法

が奏功した PICALM-MLLT10 陽性の

急性分類不能型白血病 (Complete 

remission in PICALM-MLLT10-

positive acute undifferentiated 

leukemia after acute lymphoblastic 

leukemia-oriented induction therapy)、

安積昌平、高地貴行、板倉陽介、川口晃

司、堀越泰雄、神鳥達哉、才田聡、滝田

順子、渡邉健一郎、第 63 回 日本小児

血液・がん学会, 2021/11/25, 国内. 

38. 一卵性双生児の EBV 関連 T リンパ増

殖性疾患不一致例のゲノム解析

(Genetic analysis of a monozygotic 

twins discordant for EBV-associated 

T lymphoproliferative disease) 赤澤

嶺、上野浩生、加藤格、才田聡、山田全

毅、佐藤真穂、澤田明久、井上雅美、今

留謙一、滝田順子、第 63 回 日本小児

血液・がん学会, 2021/11/25, 国内. 

39. Lineage switch の際、PAX5 に遺伝子

変異を認めた MLL-AF9 陽性乳児単球

性白血病の 1 例(A case of MLL-AF9 

infant acute monocytic leukemia 

characterized by biallelic PAX5 

alterations at relapse with lineage 

switch)、中島光司、加藤格、窪田博仁、

川端奈央子、田中邦昭、上月景弘、才田

聡、梅田雄嗣、平松英文、滝田順子、第

63 回  日本小児血液・がん学会 , 

2021/11/25, 国内. 

40. 小児最未分化型急性骨髄性白血病

(FAB 分類 M0)の遺伝学的特徴に関す

る包括的検討(Comprehensive genetic 

analysis of pediatric minimally 

differentiated acute myeloid 

leukemia (AML-M0))、神鳥達哉、上野

浩生、才田聡、斎藤明子、足立壯一、富

澤大輔、柴徳生、林泰秀、小川誠司、滝

田順子、第 63 回 日本小児血液・がん

学会, 2021/11/25, 国内. 
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41. SPI1 融合遺伝子陽性 T-ALL 様の発現/

メチル化パターンを示す ETP-ALL に

ついて(Frequent SPI1-like signature 

in early T-cell precursor acute 

lymphoblastic leukemia)、磯部清孝、

上野浩生、加藤格、関正史、木村俊介、

磯部知弥、佐藤篤、康勝好、小川誠司、

滝田順子、第 63 回 日本小児血液・が

ん学会, 2021/11/25, 国内. 

 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

3. その他 

なし 

 

 

 

 

 


